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today's guest 
横浜FC
2009 J2 第16位
J2通算対戦成績：３勝１分３敗
■2009成績
第16節　09/05/20　横浜1-1岐阜
第28節　09/07/16　岐阜2-0横浜
第35節　09/08/22　岐阜3-2横浜
■2010成績
第16節　10/06/05　横浜2-0岐阜

◇苦手のアウェーで勝ち点１。
でも、３年で得点ゼロは……（苦笑）。
愛媛0-0岐阜【第30節】

●ＦＣ岐阜はアウェイで愛媛ＦＣと対戦し０対０で引き分け。アウェイでは負けない事
が大事。上位進出のためにサポーターは熱い応援を！ＦＣ岐阜頑張れ！（ハマッチ）
●よく、失点せず耐え抜いた。愛媛の早いプレス、フォアチェックに苦しみ、最終ライ
ンからの球回し、サイドチェンジに翻弄され、何度か決定機を作られた。ポストにも助
けられたし……というのが、現地での感想だったけど、改めて録画を見直すと、ウチに
もずいぶんとチャンスはあったし、特に前半、それも３０分辺りまでは愛媛に何もさせ
てなかった。いや、まったく何を見ていたんだろうね（苦笑）。たぶん、枠内に飛んだ
決定的なシュートが少なく、ことに後半は正吾のヘディングだけだったことと前半とは
逆に愛媛の決定的場面が多かったせいだろう。
ただ、シュート数が少ないのは今季の岐阜の仕様。わかっているつもりだけど、ついつ
い欲張ってしまうのかな？それでも、今季成績のよくないアウェイでの引き分け。オマ
ケに負ければ愛媛と順位が入れ替わるという状況で最低限の結果は出した。チーム内得
点王・押谷の累積警告による欠場は残念だったけど、永芳や愛媛出身のキャプテン、そ
して村上ががんばってくれた。試合途中には、村上の後輩、広島大学サッカー部の選手
たちが駆けつけてくれた。自分たちの試合が終わってから車で来てくれたらしい。もち
ろん、ご家族含めた地元の仲間からの声援を受けた２４番は、体を張った守備はもとよ
りクロスや中央への切れ込みと縦横無尽に走り回っていた。今後も積極的にアタックを
してほしい。
それにしても、ニンスタで無得点。このスタジアムには何かいるんだろうか？３年もや
って１点も取れてないのはココだけ？あのビッグ・アーチでさえ得点してるっていうの
にね。来年こそはニンスタで得点、そして必ず勝ち点３をゲットしよう！（ぐん、）
●圧倒的に勝率の良いホーム戦とは対照的に、圧倒的に負けているアウェイ戦。しかも
今季のチーム得点王で大黒柱である押谷が警告の累積で欠場。どのように戦うか、不安
と期待が混在した試合だった。チーム全体で「まずは失点しないこと」という意識が強
く働いていたのだろう、守備は非常に安定していたと思う。コンパクトにしたブロック
で決定機を作らせない。ボールを奪うと素早くシンプルにボールを前線に送る。それは
良い事だと思うのだが…前線にボールをキープできる人間がいない（あるいは人数が足
りない）ので、こちらも（シュートは撃つのだが）決定機を作ることがなかなかできな
い。終盤には愛媛が３トップに変更して攻勢を強めたけれど、守備陣が集中して失点を
許さず、そのままドロー。勝ち点１という最低限の結果は残すことができた。
これで、愛媛のホーム、ニンジニアスタジアムでは３試合を戦って１点も奪えていない
結果になった。上位でもないのに無得点なのってココだけじゃないのかな…と、苦手意
識を持ちそうになるスタジアム。しかし一方で、愛媛は#７菅と#２４村上の出身地。多
くの関係者が訪れ、２人を応援してくれていた。可愛いマスコットもいるしスタジアム
グルメも美味しいし運営はアウェイサポに優しいし、そういう点では良い印象のスタジ
アム。来年も遠征して、次こそは勝利したいものだ。（ささたく）
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何も無い店だけど・・心の花が咲く・・ 
　何も無い店だけど・・心　癒される・・ 
　　忘れかけていた喫茶店がある

岐阜市昭和町３丁目（木ノ本公園東）　

「いらっしゃいませ」より

「おかえりなさい」が似合う

アットホームな韓国料理店。

『チヂミ屋』は
JR岐阜・名鉄岐阜駅
から徒歩３分。
休：日曜日

（今日は営業しています）

本庄工業株式会社
http://www.honjo-woodream.com/

 10/30（土）16:00～　＠長良川球技メドウ

2010J2■順位表■第31節
（#は消化試合が１多い）
勝点、得失点差、得点、失点、岐阜戦の
戦績（岐阜から視て）
#１ 柏　　 66p +35 56 21 H● 
#２ 甲府　 59p +24 57 33 H● 
 ３ 福岡　 55p +25 51 26 A○
 ４ 千葉　 51p +21 51 30 A● H○
#５ 東京Ｖ 49p +12 37 25 H● A● 
 ６ 横浜FC 44p  +8 49 41 A●
 ７ 熊本　 43p  -6 30 36 A● H△ 
 ８ 栃木　 41p  +5 35 30 A● 
 ９ 徳島　 41p  +3 44 41 A● H○
#10 岐阜　 41p  -8 28 36 --- ---
 11 鳥栖　 40p  +1 37 29 A● 
#12 愛媛　 38p  -3 25 28 H△ A△
 13 札幌　 35p  -5 30 35 H○ A△
 14 大分　 34p  -9 34 43 A● H○
 15 水戸　 33p  -9 23 32 H○ A○ 
 16 草津　 33p -14 26 40 H○ A●
 17 岡山　 25p -22 19 41 H○ A△
 18 富山　 20p -29 29 58 H○ A●
#19 北九州 15p -30 18 48 A○ H○

 次回HomeGame
第34節
サガン鳥栖戦
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■編集子より■

ご愛顧いただきありがとうございます。

今シーズンは２年ぶりに「全ホームゲ

ーム」での発行を目標にしますので、

よろしくお願い致します。



この場面、そして後半、押谷の逆転ゴールを影で演出したの
は、この日ボランチで出場した秀人のフリーランだと思う。
同点の場面も、受けたボールを押谷に預けてそのまま前進、
優大がボールを持った時には秀人が右に、正吾が左に開いた
ために余裕を持てた優大がシュート。そして、ポストの跳ね
返りに真っ先に飛び込んだのも秀人だった。逆転のゴールも
アシストした優大にドンピシャのパス。しかも、すぐさまゴ
ール前に駆け込んだから、押谷へのチェックが緩くなったん
じゃないかな？とも思う。まぁそれはともかく、何度見ても
惚れ惚れする美しいゴール。シュートはもちろん、パスもラ
ンも素晴らしかった。それから、惜しくも枠を外れたけど逆
転ゴールの前の押谷のシュートも見事。ここんとこ、彼のフ
ォアチェックは効きまくってるような気がするね。
試合はこのまま２－１で勝利。ポカスタでの借りはしっかり？
返した。先に書いたけど、今でも個々の能力は徳島の方が上
だと思う。でも、個人差だけで勝敗は決まらない。指揮官の
コンセプトの下、意志を統一して組織で戦う。その結果がこ
の日の勝利。対戦する各クラブが、岐阜の守備組織とカウン
ターを脅威に感じ始めている。アウェイ連戦が終われば上位
との対決が続くけど、何も恐れず、この勢いで当たっていこ
う！今の岐阜なら十分渡り合えると信じてる。そのためにも、
アツイ声援で選手を盛り上げていかなきゃね!!
あと、余談だけど、この試合をスカパー！で解説していた前
15番。同点の場面で優大がボールを持った瞬間「ここでシュ
ートを撃ってもいいですね。」と一言。その言葉が終わらぬ
うちに優大がシュート。そしてゴール……。現役を引退して
もその得点感覚は衰えないのか。録画を見ていて思わず感動
してしまった。（ぐん、）
●徳島は（アウェイでは惨敗してる印象があるけれど）ホー
ムでは相性が良く、通算戦績でも勝ち越している相手。しか
も、今節唯一のナイター開催だったので試合結果では順位が
変動することが分かった上での対戦。ところが、ＤＦ陣とＧ
Ｋ村尾の連携ミスの隙を突いて、岐阜出身の敵ＦＷ津田が技
ありのループでゴールを許す。スタジアムではオフサイドを
見逃されたのかも思ったが、録画で確認したら完全な連携ミ
ス。実に勿体ない失点だった。その後も、雨が降っているの
にショートパスを多用した攻撃でボールを奪われる場面が目
に付く。こないだの大分戦、雨のメドウで「シンプルにプレ
イして」快勝したんじゃなかったっけ？（苦笑）しかもボー
ルを敵味方が密集している中央に通そうとするのだから、す
ぐに奪われてしまう。これはマズイな…と思っていた前半終
了間際、優大が隙を見つけてミドルシュート！ボールはポス
トに弾かれたが、ＧＫ日野に当たって跳ね返り、これを正吾
が押し込んで同点！前半の間に追いつくことができたのは大
きかった。
後半は岐阜の方に勢いがあり、押し込む場面が増えたが、
「前・岐阜の守護神」日野優のファインセーブに決定機は奪
えない。そんな中、不可解なファウルをとられて押谷がイエ
ロー。これで次節の累積による出場停止が決まり、集中が切
れるかと心配に…しかし直後、その押谷が逆転弾！歓喜に爆
発する『長良川劇場』。しかもその後は徳島のパワープレイ
の猛攻に曝された挙げ句、村尾がハイボール処理を誤り、あ
わや失点かと観客から悲鳴が上がったところを、新井がゴー
ルから掻き出す大ピンチも最後に演出する『劇場型サッカー』
の徹底ぶり（苦笑）。ともあれ、目の前での逆転勝利は（試
合中は本当にハラハラさせられるけれど）病みつきになりま
す。それにしても、徳島はどうしちゃったのだろう？前半３
０分にＭＦ島田が負傷交替したのが影響したとは思うけど、
Ｊ２では豪華なメンバーを揃えた徳島の方が、選手個々の技
量については上だったと思う。それをウチがチーム力として
は上回ることが出来たのは非常によかったと思うし、これだ
からサッカーは面白い！（ささたく）

◇雨のメドウで逆転勝ち。『長良川劇場』が還って来た！
岐阜2-1徳島【第29節】

●ＦＣ岐阜は長良川で徳島と対戦し２対１で逆転勝ち。前半
に津田選手に先制ゴールを決められて苦しい展開になるも嶋
田選手の同点ゴールと押谷選手のゴールで逆転勝ち。この勝
ちは大きい。上位進出のためにサポーターは熱い応援を！Ｆ
Ｃ岐阜頑張れ！（ハマッチ）
●１０月最初のゲームは雨中の戦いとなった。前回の対戦で
４－０と完敗を喫し、順位も上を行く徳島。96－97年の静岡
学園が高校サッカー全国優勝したときのメンバーで、その後
ジュビロに入団した倉貫（いつの間に徳島に？）や、アテネ
五輪代表メンバーで新潟にも所属していたDF三田光や、元セ
レッソの柿谷や濱田、名古屋グランパスでトップ出場の経験
もあるFW津田と、J1でプレーしていた実力者が顔を揃えてお
り、また、試合内容を見ていくと「サッカーをよく知ってい
るな、」という感じがした。
雨量と降り出した時間を考えると、まだ、芝生に水が浮いて
いるような状態で、ボールは伸びてくる。パススピードは上
がるし、トラップミスが起こりやすい。前半、徳島に何本か
セットプレーのチャンスがあったが、遠目からでも直接狙っ
てくるなど、「嫌らしいこと」をしてくるな、という印象だ
った。当然ファーストバウンドが変われば、ファンブルする
危険性、コースが変わる可能性があるため、思わぬ得点が転
がり込むことがある。再三に渡りゴール前にクロスを放り込
んできたのも、理に適った攻撃と言えた。失点シーンはセル
フジャッジのようなところがあったのか、結局フリーでやら
れてしまった。効率のいい徳島の攻撃に対し、岐阜は中央一
辺倒で、ボールを奪ってははね返され、奪ってははね返され
の繰り返しだった。それでも前半終了間際、嶋田が意地の一
発を「体ごとねじ込んだ」とでもいう表現が正しいだろうか、
決め、同点に追いつき、前半を折り返す。
後半に入っても、岐阜の攻撃に工夫は見られず膠着状態か、
と思われたが、31分、押谷が技ありのゴールで逆転に成功。
個人的に上に上がっていくためには１点リードの残り10分プ
ラスロスタイムを「どう終わらせるか」も重要かと考えてい
るが、最近は随分安心して見ていられる。４分（以上あった
と思われる）ロスタイムもきっちり凌ぎ切り、ホーム４連勝
を告げるホイッスル。目下のライバル、徳島を下した今回の
意義はとてつもなく大きいだろう。
何度となく煮え湯を飲まされてきた。拮抗した接戦をモノに
出来るかどうか、１点リードの状態で残り10分をしのげるか
どうか。そこに「今の岐阜の先に進める力」とでも言えばい
いのか、課題は隠されていると思う。今日は一つ殻を突き破
った。こういったゲームをもっともっと増やし、モノにして
いければ、おのずと順位は上がっていくだろう。
さて、この流れを絶やさぬよう、アウェイでどれだけ踏ん張
れるかが課題だ!!
（現徳島県東みよし市出身の友人と2007年から音信不通の男）
●ホームで２試合続けての雨中戦。肌寒さを感じる中で始ま
ったゲームは、一瞬のエアポケットからゴールランキングの
上位を走る徳島FW・津田に決められ、その後も厳しい展開が
続いた。スタメンだけでなく、サブの選手の面子を見てもネ
ームバリューや個々の力量、経験値も徳島の方が圧倒してい
たし、先制されたのは厄介だなぁと思っていたのだけれど、
前半途中での選手交代が流れを変えた。
当初のプランは、キャプテンの豊富な運動量で徳島に余裕を
与えないという狙いだったと思うが、先制されたうえに雨と
いうコンディションからセットプレーと長いパスに期待して
の永芳投入。シーズンが始まった頃の山内や洸一みたいな交
代は今いち納得いかなかったけど、この日の交代は腑に落ち
る。そして、前半終了も近づいた頃に訪れた同点劇。速攻が
スローダウンし、いったん左から右へのサイドチェンジ。ポ
ッカリ空いた真ん中でボールを受けた優大のミドルがポスト
に当たり、もつれたゴール前に走りこんだ正吾のシュートが
決まる。



させたこと。足首の状態が悪かったということらしいがそう
いう状況は事前に把握していなかったのだろうか？あるいは
把握していてもいけるところまでやらせるつもりだったのだ
ろうか？メンバー人選に誤りはなかったのだろうか？いずれ
にしても、３つしかない交代枠を前半の早い段階で使わざる
を得なかったことが非常に勿体ないと感じられた。
（岐阜の誇り）
●いつもだったら確実に負けパターンの試合を引き分けに持
ち込んだのはいい材料だと思いますが…前半の２失点は余計
だったと思います。「岡山は格下」とナメていた気持ちが選
手達に伝わったのかどうか分かりませんが、プレーに落ち着
きが無かったように感じました。後半の勢いとしぶとさを前
後半通じて維持出来れば昇格争いも夢ではないと思いますが、
前半みたいなプレーをしていたらすぐに最下位だな、と思い
ます。（ブラウ＠翠魂）
●前節の愛媛戦に引き続き、岡山は#６秋田と#１５永芳の出
身地。しかも秋田選手は作陽高校卒で、今節は年に１度の津
山開催。試合開始前には大きな声援が彼に飛んでいた。そん
な声援に浮かれた訳でもないだろうが…前半の岐阜は本当に
酷かった。ボールが足元で落ち着かないし、岡山の方が球際
の厳しさ・チェックの早さ・そして気迫で上回っており、自
陣に押し込まれる。また、ボールの待ち方や出し方が悪い
（遅い）ので、すぐにボールを奪われ攻められる。そんな状
況の中、守備陣の詰めが甘いところでミドルシュートを撃た
れ、こぼれたボールを押し込まれて失点。この直後、池上に
替えて菅を投入すると、徐々に攻撃の形が作れる様になり相
手ゴール前に迫るようになるものの、ワンプレーで相手にＣ
Ｋを奪われ、そのＣＫでニアサイドから完全どフリーのヘッ
ドで２失点目。これで再び勢いを失い、そのまま前半終了。
残念ながら岡山の圧倒的優勢で「選手が戦っていない」と皆
が思えたらしく、前半終了時に檄が飛んだのは、僕が現地に
いた試合では初めてじゃないだろうか。
後半は開始からＦＷ洸一に替えて川島がボランチに入ると…
前半とはまるで別のチームだった。岡山の足が止まってきた
のもあるかもしれないが、後半は気迫ある動きで岐阜が勢い
を増す。そんな状況の中、押谷が相手の不用意なバックパス
を掻っさらって独りで持ち込み、２人のＤＦの壁をフェイン
トで崩し、技ありのシュートで１点を返す。そして、76分に
は#１０朴基棟がピッチに登場、いきなりフィジカルの強さを
発揮して迫力あるドリブル突破を見せつける。これで更に勢
いを増した89分、永芳からのＦＫを胸でトラップしたキドン
が豪快に足を振り抜き、相手ＤＦに当たったものの、そのま
ま同点！喜ぶのも僅かに、更に逆転をと攻め立てる岐阜。ロ
スタイムには押谷がオーバーヘッドでゴールを狙うなど、最
後まで気迫あるプレーを見せたが、そのままドローとなった。
試合終了後、正直、すごく微妙な思いになった。「前半グダ
グダで２失点もしたのに、後半で２点返して同点にまで持ち
込めた」とも、「でも、あと少しで勝てたのに勝てなかった。
そもそも前半で２失点しなければ…」とも。６位～１２位が
大混戦を繰り広げている状況では、勝ち点２の違いが後々大
きく影響するから、勝ちたかったし、悔しかった。でも、今
まで期待されていたのにベンチにも入れなかったキドンがチ
ャンスを掴み、そして結果を出してくれたことが素直に嬉し
かったし、今後の試合での彼の活躍が非常に楽しみになった。
あと、組み合わせや怪我等で苦労しているんだろうけど、後
半開始時にボランチが２人とも入れ替わってるってのは、ど
うなんだろう（苦笑）。あのポジションが安定しないと、厳
しい試合になるような気が…。
さて、今節は中位争いで６位トップを走る横浜ＦＣとの一戦。
しかし、勝ち点は僅かに３差。８戦連続負けなしのホーム・
長良川で勝利して順位を一ケタに戻したいところ。そのため
に、みんなの拍手と声で『長良川劇場』を開演しよう。
（ささたく）

◇追いついたことは評価出来る。しかし……。
岡山2-2岐阜【第31節】

●この試合は、岡山にとっても年に一回の県北・津山開催。
岡山の選手も事前に練習を行ったくらいの不慣れなピッチ。
そんなコンディションにもかかわらず、結果は２－２のドロ
ー。下位を相手にもったいないという意見もあるだろうけど、
追いついてのドローで勝ち点１を積み上げることができた。
とりあえず、最低限の結果はもぎ取ってくれたかな、と。
確かに前半は、前節同様早目のチェックに攻撃の形がなかな
か作れず、岡山に主導権を奪われた。シュートも２本と少な
かった。ただ、シュートが少ないのは今季の岐阜の仕様だか
ら（苦笑）。それでも、２本とも（優大のヘッドも洸一の右
足も）確実にゴールを捉えていた。なんとかこらえてほしか
ったけど、最初の失点がクリアミスだったのは残念だった。
出来としては「よくはないけど、それほど悪くもない。」と
いう感想。前半終了時に「逆転できるだろ。」と、ナゼだか
それが当たり前のように思ってしまった。勝ってくれると思
ったんだけどね。
前半の池上の交替は、故障か誤算かわからない。でも、後半
早々に川島を投入して押谷をトップに上げたことで、前半は
ほとんど消えてた彼の存在が際立ってきた。１点差に詰め寄
ったゴールは、奪ったところからフィニッシュまで完璧。前
線でスキをうかがって相手のパスミスをかっさらい、対峙し
た２人のＣＢのみならず、その奥に構えるＧＫもひっくるめ
て距離とタイミングを測り、狙いすましたコントロール・シ
ョット。見送るだけのＧＫ。美しすぎるゴールだった。そし
て、３人目の交替は久々の基棟。押谷のようなスピードはな
いけど、その重量感溢れる突進で惜しい場面も演出。あのジ
ャンピング・ヘッドが外れた時は甲府戦のことが頭をよぎっ
たけど（爆）、ＡＴ突入直前ついに岡山ゴールをこじ開けて
くれた。基棟、Ｊ初ゴールおめでとうっ！
結局、逆転まではできなかったけれど、これで今季は結果が
出せなかったアウェイで３戦連続引き分け。しかも、０－２
からの勝ち点奪取というのが素晴らしい。采配も的中したと
言えるし、結果としては悪くない。今季は残り６試合。これ
からは、現時点で上位のクラブばかりとの対戦だ。しかし、
次節の横浜ほか鳥栖、栃木は順位的に逆転可能。もちろん、
楽な相手ではないけれど、目標到達のためには負けられない。
おまけにこの３クラブにはアウェイで敗れている。借りはの
しをつけて返す！そのためにも、メドウでアツい声援を！！
選手を盛り上げていきましょうっ！！！（ぐん、）
●前半と後半でこうも出来が違うものだろうかと感じさせら
れた試合。とにかく前半は酷かった。おそらく今年見た中で
ワースト１、２といえる内容。岡山の前線からの積極的なプ
レスに圧倒され、まったくペースを掴めずじまい。そんな中
での２失点。１点目は事故的な要素が高いとはいえ、２点目
は集中力の欠如でニアサイドで岸田を一瞬フリーにしてしま
いヘッドを決められてしまった。ハーフタイム時にはいつも
のようなコールが切られず、ブーイングが起きたほど。
後半はおそらく前半飛ばしてきた岡山が息切れしてくるにつ
れて、岐阜のペースとなり途中からはハーフコートマッチの
ような様相に。１点目の押谷のゴールは見事。相手ＤＦが２
人ついていながら、軽い上体だけのフェイントと小さな足の
振り、そしてＧＫの位置をよく見て狙った技ありのゴールと
いえるだろう。更に終盤投入されたキドン。彼なりにこの試
合に懸けるものがあったことだろう。フリーのヘッドを外し
たときは思わず頭を抱えたくなってしまったが、その後のフ
リーキックをファーサイドで待ち構えてのシュート。相手選
手がブロックしたもののゴールに吸い込まれるパワフルなも
のであった。敗色濃厚な試合を引き分けに持ち込んで勝ち点
１を得ることができたのは大いに評価できることであるが、
逆に言えば、後半の内容が前半もできていればと思わずには
いられない。ただ、今年は圧倒的に分の悪いアウェイの試合
を３試合続けて引き分けということは前向きに捉えてよいだ
ろう。気になる点が１点。前半１失点目の直後に池上を交代



◇【ユース】
岐阜ユース、セレッソユースと戦う。

●ＦＣ岐阜はアウェイで岡山と対戦し２対２で引き分け。前
半戦を０対２で折り返す苦しい展開も試合終了間際に追いつ
いての引き分け。アウェイでのこの引き分けは大きいね。上
位進出のためにサポーターは熱い応援を！ＦＣ岐阜頑張れ！
（ハマッチ）
●いよいよ、残り試合もわずかとなってきた。津山市で行わ
れた岡山戦。多くのメディアで取り上げられているように、
FC岐阜がアウェーで結果を残せていないのは明らかで、世界
の主要リーグを見ても、アウェーでここまで勝ち点を稼げな
いと順位は上がらない。特に、混沌としている中位陣、この
アウェー２連戦は一つの山場だったのだが…。 
キックオフから度々岡山にピンチを作られる。ゴール裏から
見ていて思ったのが、「危機管理能力」とでも言えばいいの
だろうか？空いたスペースをいち早く見つけて、フリーな選
手に展開し、岐阜が後手に回っている間にギャップを突く、
といった感じで、スペースのケア、相手選手のケアがうまく
出来ていない印象だった。さらにディフェンスラインでの危
険なパス回し。「セーフティーファースト」や「中に入れる
な」とか色々な約束事はある一方、FCバルセロナのようにデ
ィフェンスラインから組み立てるという考え方もあるので、
どれが正解とは言えないのだが、不用意に持ちすぎていて、
ちょっと見ていて「リスキーだな」と感じさせるものだった。
先制を許して迎えた38分には、CKからニアの岸田に決められ、
２点目を許すが、これは完全にサインプレーのような形で岸
田を狙い撃ちしてきていた。一瞬マークを外されたが、セッ
トプレーはその一瞬の駆け引きが失点につながってしまう。
原因のコーナーにしてもミスから与えているのでこれはもっ
たいない失点だ。元日本代表監督のフィリップ・トゥルシエ
氏の「ミスは確かに起こる。ただ、連続して起こしてはいけ
ない。なぜなら失点につながる可能性が高くなるからだ。」
という言葉を思い出す。このまま前半は０－２で終了。
後半、川島を送り込み、ポジション修正したFC岐阜。ボール
は持てるようになったが、いつものように、アタッキングサ
ードの部分で工夫や動き出しが見られず、何とももどかしい
展開が続く。　後半２０分、押谷のゴールで１点を返すが、
彼の個人技によるもので、完全に岡山を崩せたわけではない。
後半３１分には朴基棟を投入し、さらに猛攻を仕掛けるが、
時間は刻々と過ぎていき、敗色ムードが漂い始める…。しか
し終了間際、朴が起死回生の同点弾を叩き込んだのだ!!うれ
しいプロ初ゴールが岐阜を死の淵からよみがえらせた。試合
はこのままタイムアップし、何とか「勝ち点１」を得る事は
できた。
さて、通常なら「アウェーでの勝ち点１」は「及第点」と出
来るのだが、試合後、多くのサポーターが「勝てた試合だっ
た」と話していたように、もう岐阜にはそんな事は言ってい
られない。アウェーで多くの勝ち点を失いすぎている。リー
グ戦、いや、サッカーというスポーツそのものが、「積み重
ね」なんだと思う。GKがどれだけファインセーブをしても、
攻撃陣がそれに応えて、初めて価値あるモノになる。　随所
で相手のパスコースを切って、不正確なボールを出させたり、
フィフティーのボールにさせたりと好プレーはあるのだが、
味方がフォローアップして初めて意味がある。
現在の得失点差ー８にしても、１つの試合だけでこうなった
わけではない。「あのシュートが決まっていれば」「あの失
点がなければ」その積み重ねの結果だ。シーズンは長い。FC
岐阜は単発では確かにいいプレーは見られるし、ホームでの
強さは凄まじいものがある。しかし、それを９０分、年間通
して出来るかが、常勝軍団への道ではなかろうか。このアウ
ェーでの「勝ち点２」を価値あるものにするためにも、次の
ホーム戦で、スカッと勝てるかどうか、それが重要だ。
（ここ６週で３回岡山に行った男）

●我らが「ＦＣ岐阜ユースＵ－１８（以下岐阜ユース）」は
１０月１６日にアウェーで、１０月２４日（日）にホームで
「セレッソ大阪ユースＵ－１８（以下セレッソユース）」と
のＪユースカップの試合がありました。
セレッソユースは名前の通りＪ１のセレッソ大阪の下部組織
で、今年の関西プリンスリーグ１部で優勝している強豪チー
ムです。片や岐阜ユースは今年岐阜県の高校生リーグである
「Ｇ２リーグ」を戦っていました。セレッソユースが今期地
域１部リーグ所属とすると岐阜ユースは県２部リーグの所属。
傍から見ればその力の差は歴然としています。１０月１６日
のアウェー戦はチームの公式ＨＰによって「前半１対１、後
半１対７、合計２対８」で敗戦した事を知りました。私は観
戦していませんでしたので試合展開は判りませんが、「前半
１対１」というスコアに少し希望を持つ事が出来ました。
「あのセレッソユース相手にも途中までとは言え互角に戦っ
ていたのではないか？」と。また２５日（月）になってセレ
ッソユースのＧＫコーチが１６日の試合について、次のよう
なコメントをしているのを知りました。「結果は大勝しまし
たが（中略）攻守で相手を圧倒することができませんでした」
「選手がひた向きにプレーすることができず、前半終了しま
した」「今日のゲームはサポーターの皆様に感動を与えるこ
とができませんでした」うわ～、物凄い上から目線（苦笑）。
でも逆に言うとそれだけ岐阜ユースの選手達が頑張った結果
だったのではないでしょうか？
さて、１０月２４日のホーム戦は飛騨市古川町のふれあい広
場にて行われましたので、観戦に行きました。当日は１４時
にキックオフ。岐阜ユースはＤＦ４、ＭＦ５、ＦＷ１と先発
メンバーの発表が有りましたが、試合が始まってみると最終
ラインに５～６人をフラットに並べる超守備的布陣。その布
陣に対してＧＫが後ろからポジショニングの指示を出してラ
インの統率をします。前半途中まではこの布陣及び選手の動
きが効果的だったようで、ボールはセレッソユースが圧倒的
に支配しますが、前線へのパスの殆どを岐阜ユースの最終ラ
インでオフサイドにして、攻撃の芽を摘んでいきます。これ
に対してセレッソユースは前半２０分頃に岐阜ユースのミス
から得点してきっかけを掴むと、前半３０分過ぎからは岐阜
ユースの最終ラインの裏を取る動きが成功し始め、どんどん
岐阜ユースの最終ラインをすり抜けてシュートを打ち始め、
セレッソユースが次々と得点していきます。前半終了時点で
０対４。個人的にも「う～ん、やっぱりセレッソユースは強
いな～」と感じていました。
雨が降り始める中、後半戦開始。岐阜ユースはポジションを
修正し建て直しを図りますが、後半立ち上がりにも見事に崩
されて２失点してしまいます。でも後半１５分過ぎからは岐
阜ユースの選手達も粘り強い守備を取り戻して追加点を許さ
ず、また数少ないチャンスの時には果敢に攻める姿勢を見せ
てくれました。ただ相手ゴールは余りにも遠かった。結果ト
ータル０対６でゲームセット、敗戦となりました。
結果は完封負け。やっぱりセレッソユースは強かった。でも
岐阜ユースもボコボコにやられた訳ではなく、格上のチーム
に対して前半途中までは自分達でやりたい事が出来ていた。
そして一度は崩れかかった試合を後半途中から立て直す事が
ある程度出来ていた。その２項目は自信を持って良いと思い
ます。（でも本当は１点でも良いので得点して欲しかった…
……涙）
次は１０月３１日（日）にアウェーでアビスパ福岡ユースと、
１１月３日（水・祝）にホーム戦として古川ふれあい広場で
ジュビロ磐田ユースと試合が有ります。失う物は何も無い彼
らは精一杯戦って来てくれるでしょう。残念ながら私は２試
合とも観戦出来ませんが、その時の居場所からその活躍を祈
念しています。頑張れ！ＦＣ岐阜ユース！！（シュナ）


